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事業の概要 

 

１ 目的 

市民、事業者及び行政それぞれが、環境意識を高め、健全で恵み豊かな環境の実現を

目指す。 

 

２ 開催内容 

 ①テ ー マ 環境のために今できること 探
・

し
・

に
・

行
・

こ
・

う
・

！ 

②日 時 令和３年６月２６日（土）  

第１部：１０：００～１１：４０ 第２部：１２：１０～１３：５０ 第３部：１４：２０～１６：００ 

③場  所 ふなばし三番瀬海浜公園・環境学習館（潮見町４０番） 

 ④参加者数 ５４８人 

⑤参 加 費 入場無料（一部有料の工作・体験あり） 

⑥主  催 船橋市環境フェア実行委員会 

⑦後  援 船橋市教育委員会 

⑧協  力 「ふなばし三番瀬海浜公園・ふなばし三番瀬環境学習館」管理運営グループ 

⑨協賛（敬称略、５０音順）  ３８団体（内２団体は匿名希望） 

  アースドクターふなばし≪edf≫、株式会社市川環境エンジニアリング、荏原環境 

プラント株式会社、オイシックス・ラ・大地株式会社 おさかな喰楽部、家庭倫理 

の会 船橋市、NPO 法人環境カウンセラー千葉県協議会、株式会社クボタ京葉工場、

京葉ガス株式会社、一般社団法人京葉食品コンビナート協議会、合同製鐵株式会社 

船橋製造所、里山 Bewahrung（ヴァ―ホング）、NPO 法人サポート技術士センター、 

三番瀬写真展実行委員会、三番瀬を守る会、JFE エンジニアリング株式会社、JFE 

環境サービス株式会社、図司静江、一般社団法人千葉県環境保全協議会船橋部会、 

千葉工業大学文化会環境科学研究会、坪井湿地を復活する会、豊富どんぐりの森、 

中村ひろ子、日本メサライト工業株式会社、ひまわりの会、フィールドミュージアム・ 

三番瀬の会、船橋興産株式会社、「ふなばし三番瀬海浜公園・ふなばし三番瀬環境学習

館」管理運営グループ、公益社団法人 船橋市清美公社、船橋市有価物回収協同組合、

NPO 法人ふなばし地域ねこ活動、船橋のカザグルマをまもる会、船橋バイオマスエナジ

ー株式会社、船橋メダカの学校、ボーソー油脂株式会社船橋工場、丸山サンクチュアリ、

有限会社八千代共生会しもつふさ学舎 
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⑩実行委員一覧（敬称略、５０音順） 

４０団体（市民団体１６団体、事業者１４団体、学校３団体、行政７団体） 

 

 

団体名 出展内容 区分

1 アースドクターふなばし≪edf≫
チャレンジ「ゼロカーボン」ふなばし
めざすはストップ温暖化！

市民団体

2 エコサービス船橋株式会社
安全・快適な市民生活を支える南部清掃工場を
ご紹介します。

事業者

3 株式会社 エコファシリティ船橋 施設パンフレットの配付・パネル展示 事業者

4 家庭倫理の会　船橋市 自然を畏敬・親愛し、環境の保全と美化に貢献します 市民団体

5
（NPO）環境カウンセラー
千葉県協議会

私達はより良い環境を次の世代に残していきたい 市民団体

6 環境創作室　杉 地球と身体にやさしい家造のススメ 市民団体

7 株式会社クボタ　京葉工場 ※諸事情により出展中止 事業者

8 京葉ガス株式会社 ガスから電気とお湯をつくるエネファームの紹介 事業者

9
こどもエコクラブ全国事務局
（公財）日本環境協会内

新聞紙が大変身★オシャレなバッグを作ろう！ 事業者

10 里山Bewahrung（ヴァ―ホング）
坪井での活動を中心に、船橋の里山に生息する生き物を
展示します

市民団体

11 （NPO）サポート技術士センター
環境保全・まちづくり・企業支援等実績展示、
省エネ卓上実験

市民団体

12 三番瀬を守る会
野鳥の声をストロー笛でふいてみよう
竹紙のストローで作ります

市民団体

13 一般財団法人 千葉県環境財団
ちば環境再生基金紹介・家庭の省エネ対策
アドバイス

事業者

14
一般社団法人
千葉県環境保全協議会船橋部会

企業の環境への取組み紹介 事業者

15
千葉県生物多様性センター
(千葉県環境生活部自然保護課）

希少種の保護及び外来生物対策の啓発を目的とした
パネル展示

行政

16
千葉県立船橋芝山高等学校
科学研究部生物班

学校ビオトープ「芝山湿地」と芝山湿地に住む生き物を
紹介します。

学校

17 千葉工業大学文化会環境科学研究会 印旛沼の水質調査データのパネル展示 学校

18 千葉工業大学分子生態工学研究室
環境保全に関する研究紹介と水環境健全性指標調査の
体験実施

学校

19 坪井湿地を復活する会 坪井生まれのヘイケボタルの復活活動を紹介します 市民団体

20
東京電力パワーグリッド株式会社
京葉支社

尾瀬国立公園での保全活動をご紹介します。 事業者

21 豊富どんぐりの森
丸太と竹で木こり体験。
丸太切り、一輪差し・ペン立て作り等。

市民団体
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団体名 出展内容 区分

22 中村ひろ子
三番瀬の貝殻で工作体験及び三番瀬の生物の動画を
パソコンで放映

市民団体

23
フィールドミュージアム・
三番瀬の会

干潟に飛来する野鳥の模型に色塗り又プランクトンの
塗り絵有り

市民団体

24 株式会社 ふなばしＥサービス 船橋市北部清掃工場の紹介やごみの分別について 事業者

25
「ふなばし三番瀬海浜公園・ふなばし
三番瀬環境学習館」管理運営グループ

三番瀬干潟の生きもの紹介 事業者

26 NPO法人ふなばし地域ねこ活動 地域猫活動の普及啓発活動 市民団体

27 船橋バイオマスエナジー株式会社 バイオマスを活用し、環境負荷削減に貢献します。 事業者

28 公益社団法人 船橋市清美公社
井戸水の水質分析 質問コーナー
アンケートに答えて風船プレゼント

事業者

29
船橋市地球温暖化対策地域協議会
（愛称：ふなエコ）
船橋市環境政策課温暖化対策係

ふなわりくんと一緒に“COOL　CHOICE”について
考えてみよう！

事業者

30 船橋市有価物回収協同組合
組合紹介　防犯ネットワーク
三番瀬ロールペーパー　有価物出方

事業者

31 ふなばしネイチャーゲームの会
カエルはどんな色をしていますか
竹細工でカエルを作りましょう

市民団体

32 船橋のカザグルマをまもる会
船橋市の花「カザグルマ」の魅力と保全保護の様子を
お伝えしたい

市民団体

33 丸山サンクチュアリ 身近かな自然を保全保護を楽しく続けています。 市民団体

34
有限会社 八千代共生会
しもつふさ学舎

綿は糸に、糸は生地に…。
ワタの育成や織物について学べます。

事業者

35 船橋市下水道部
下水処理場での発電事業や、家庭で参加できる
雨水対策事業の紹介

行政

36 船橋市環境政策課（環境政策係）
生物多様性ってなんだろう？
暮らしの中で出来ることを知ろう！

行政

37 船橋市環境保全課
海や川に流れ出してしまったプラスチックごみについて
知ろう。

行政

38 船橋市資源循環課
ごみを減らす第一歩！
自分だけのマイバックを作ろう！！

行政

39 船橋市廃棄物指導課 浄化槽の仕組みや維持管理の方法について学びましょう。 行政

40 船橋市クリーン推進課 ごみクイズで楽しく分別を学びます！ 行政



- 4 - 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止策 

 

 第２４回ふなばし環境フェアは、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない中、以

下の感染症拡大防止策を講じた上で開催しました。 

 

１ 事前申込制 

  混雑を避けるため、開催時間を３部制に分け、完全入れ替え制の事前申込制としました。 

  なお、会場内のソーシャルディスタンスを考慮し、各部人数制限を 275 人としました。 

２ 参加者の把握および体調の確認 

  新型コロナウイルスの感染者の発生に備え、参加者には名前、連絡先や当日の体調を

記入した「受付表」を提出していただくとともに、非接触型体温計で体温の確認を行い

ました。 

３ マスク着用の徹底 

  参加者、出展者、運営関係者（事務局）はマスクを着用して参加しました。 

４ 消毒の実施 

  受付、各出展ブース、部屋の出入口前に消毒液を設置するとともに、各部開催の入れ

替え時に 30 分間の消毒時間を設け、手すりやエレベーターのボタン等の共用部分や、

各出展ブースの机やイス等を消毒しました。 

５ 換気の実施 

  窓やドアを開けたり、扇風機を回して換気しました。 

６ 各部屋での人数制限の実施 

  各部屋で密が発生しないよう、出入口に職員を配置し、人数制限を実施しました。 

７ 各出展ブースにおける飛沫防止対策 

  ①飛沫対策用パーテーションの設置       

②フェイスシールドの着用 

  ③各出展ブースは一定の距離を保って配置 
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会場全体図 

  

 

展望デッキ、芝生広場、学習館１階ラウンジ、学習館２階（生物多様性情報室、テラス、

多目的ホール）にて行いました。 
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当日の様子 

 

１ 開会式、主催者・来賓者挨拶 

当日は天候にも恵まれ、開会式では江口実行委員長と来賓の松戸市長よりご挨拶をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

２ 出展の様子 

●展望デッキ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物の展示 

ヘイケボタルの復活活動について 

 

松戸市長挨拶 江口実行委員長挨拶 
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●芝生広場 

   

 

                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習館１階ラウンジ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞紙でバッグ作り 綿の育成や織物について 

生物多様性について 

VR シアターの体験 

木こり体験 

貝がらで人形づくり 
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●学習館２階生物多様性情報室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習館２階テラスおよびサイエンスラボ前 

 

発電事業、雨水対策事業について 

 

マイバッグ作り 

温暖化について 

海洋プラスチックごみについて 自然観察会等の活動の紹介 

浄化槽について 
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●学習館２階多目的ホール 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●観察ワークショップ 

 ・野鳥観察会＋ミニクリーンアップ＋マイクロプラスチック調査 

  浜で三番瀬の野鳥観察や干潟のミニクリーンアップを行い、参加者に環境保全 

活動を体験してもらいました。 

参加者数：３０人   

 

 野鳥観察をしている様子 

 

野鳥の模型への色塗り 

拾ったプラスチックごみ 
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・干潟探検ミニツアー 

干潟にくらしているカニなどを探し捕まえ、講師から生き物の解説を受け、観察を行な

いました。 

参加者数：４６人 

 

●アルミ缶クラフト 

ジュースやビールなど使用済みのアルミ缶を切った「切り折り紙」で折り鶴、クワガタ、

カブトムシ、蝶を作る工作コーナーを設置しました。 

協力：(株)金鹿工具製作所 

参加者数：５６人 

   

●フジツボプチケーキを作ろう 

学習館内キッチンスタジオで食に関するワークショップを行いました。 

スポンジケーキをチョコで飾り付けて、フジツボそっくりに作りました。 

参加者数：６３人 
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●その他企画 

・SDGｓ（持続可能な開発目標）に関する企画 

  SDGｓについて多くの来場者に知っていただき、更に SDGｓマークを用いることによ 

り各出展団体の環境活動の内容をわかりやすく周知するため、以下の企画を実施しました。 

来場者アンケートによると、SDGｓを知らない人は全体の２２．９％であったため、多 

くの来場者の方に周知する良い機会となりました。 

 

①SDGｓコーナーの展示 

 SDGｓについてポスターやチラシで紹介し、各出展団体の環境活動の内容を SDGs ロ

ゴマークで表した一覧表を掲示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②SDGｓクイズ 

  ＳＤＧｓに対する理解を深めることを目的

に、ＳＤＧｓに関するクイズコーナーを会場内

に配置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓマーク 

 

ＳＤＧｓクイズに参加する来場者 

ＳＤＧｓクイズ 

ＳＤＧｓクイズ 
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 ③SDGｓ宣言およびＳＤＧｓロゴマークの展示 

パネルボードに 2030 年までに各出展団体が達成する環境に関する活動目標（SDG ｓ 

宣言）を SDGｓマークとともに掲示することで、各出展団体の活動内容をわかりやす

くなるよう展示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こどもエコクラブ全国事務局（公財）日本環境協会内 

・千葉工業大学 分子生態工学研究室 

・千葉工業大学 文化会環境科学研究会 

・公益社団法人 船橋市清美公社 

・エコサービス船橋株式会社・京葉ガス株式会社 

・（NPO）サポート技術士センター・株式会社 ふなばしＥサービス 

 

・株式会社 エコファシリティ船橋・家庭倫理の会 船橋市 

・一般社団法人 千葉県環境保全協議会 船橋部会 

・坪井湿地を復活する会・NPO 法人ふなばし地域ねこ活動 

・船橋市下水道部 

 

・船橋市資源循環課・船橋市クリーン推進課 

 

・アースドクターふなばし≪edf≫・（NPO）環境カウンセラー千葉県協議会 

・船橋バイオマスエナジー株式会社 

・船橋市地球温暖化対策地域協議会（愛称：ふなエコ）  

船橋市環境政策課（温暖化対策係）・船橋市有価物回収協同組合 

 
・三番瀬を守る会・中村ひろ子・フィールドミュージアム・三番瀬の会 

・「ふなばし三番瀬海浜公園・ふなばし三番瀬環境学習館」管理運営    

グループ・船橋市環境保全課・船橋市廃棄物指導課 

 
・環境創作室 杉・里山 Bewahrung（ヴァ―ホング） 

・千葉県生物多様性センター(千葉県環境生活部自然保護課） 

・千葉県立船橋芝山高等学校 科学研究部生物班 

・東京電力パワーグリッド株式会社 京葉支社 

・豊富どんぐりの森・ふなばしネイチャーゲームの会 

・船橋のカザグルマをまもる会・丸山サンクチュアリ 

・有限会社 八千代共生会  しもつふさ学舎 

・船橋市環境政策課（環境政策係） 

 

・一般財団法人 千葉県環境財団 
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 ・環境知～るラリー・来場者アンケート 

 ＳＤＧｓクイズに参加してシールを集めた来場者や、アンケートに回答してくれた来場

者に景品をプレゼントしました。 

 

 環境知～るラリー・アンケート用紙（表面） 
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環境知～るラリー・アンケート用紙（裏面） 
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・フードドライブ 

  環境フェア総合受付横にてフードドライブを開催しました。 

※フードドライブ・・・家庭で余っている食べ物を持ち寄り、それらをまとめて地域 

福祉団体や施設、フードバンクへ寄付する活動 

協力：フードバンクふなばし 

フードドライブ回収総量：２．５ｋｇ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境問題についての動画上映会 

 学習館１階ラウンジにて環境問題について来場者に知っていただくため、動画を上映 

しました。 

  ＜上映動画＞ 

   １．環境学習動画「このちばらしい環境を守るには！」 

（出展：千葉県環境研究センター） 

   ２．温暖化対策、気候変動についての 啓発動画 

（出展：環境省） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 動画上映の様子 



- 16 - 

 

・人気投票ボード 

  来場者に印象に残った出展団体を選んでもらい、シールを貼っていただきました。 

シールの多かった出展団体は以下のとおりとなりました。（総数２７３票） 

 

 

・起震車体験 

 市の地震体験車で、揺れに加えて映像や効果音等で現実感のある地震を来場者に体験し

てもらいました。 

  参加者数：８１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パネル展示部門 出展内容 

１位 

 

NPO 法人ふなばし地域ねこ活動 

 

 

地域猫活動の普及啓発活動 

２位 

 

公益社団法人 船橋市清美公社 

 

井戸水の水質分析 質問コーナー  

アンケートに答えて風船プレゼント 

３位 

 

京葉ガス株式会社 

 

ガスから電気とお湯をつくるエネファ

ームの紹介 

 工作・体験コーナー部門 出展内容 

１位 

 

ふなばしネイチャーゲームの会 

 

カエルはどんな色をしていますか  

竹細工でカエルを作りましょう 

２位 

 

中村ひろ子 

 

三番瀬の貝殻で工作体験及び三番瀬の

生物の動画をパソコンで放映 

３位 

 

豊富どんぐりの森 

 

丸太と竹で木こり体験。 

丸太切り、一輪差し・ペン立て作り等。 
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広報宣伝活動 

①ポスター、チラシ（表面） 
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②チラシ（裏面） 
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③案内マップ 

  当日受付時に来場者に交付し、こちらを見ながら各会場を回ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（表面） 

 

（裏面） 



- 20 - 

 

④市ホームページ 
⑤広報ふなばし（６月１日号） 
⑥ふなばしＣＩＴＹ ＮＥＷＳでの告知 
⑦環境新聞「エコふなばし」第１４号（令和３年３月１日号） 
⑧ごみ分別アプリ「さんあ～る」への掲載 
⑨庁舎内モニターでの放送 
⑩みんなの掲示板 
⑪インフォメーションセンターでの配架 
⑫船橋駅前交番前電光掲示板への掲載 
⑬船橋駅前デジタルサイネージへの掲載 
⑭MyFuna.net 
⑮こどもエコクラブのホームページへの掲載 
⑯ぐるっと千葉のホームページへの掲載 

 

アンケート結果（アンケートの内容は P13～14 を参照） 

アンケート用紙の回収率 63％（来場者 548 人中 345 人が回答） 

１．住所、年代を教えてください。 

 

 

 

 

人 %

小学生未満 46 13.0

小学生（１年生～３年生） 94 26.5

小学生（４年生～６年生） 49 13.8

中学生 3 0.8

高校生以上２０歳未満 2 0.6

２０～３０歳代 69 19.4

４０～５０歳代 85 23.9

６０歳以上 6 1.7

記載なし 1 0.3

計 355 100.0

※複数回答あり

 

小学生未満

13.0%

小学生（１年生

～３年生）

26.5%

小学生（４年生

～６年生）

13.8%

中学生

0.8%

高校生以上２０

歳未満

0.6%

２０～３０歳代

19.4%

４０～５０歳代

23.9%

６０歳以上

1.7%

記載なし

0.3%

１－２.年代

 

人 %

市内 314 91.0

市外 18 5.2

記載なし 13 3.8

計 345 100.0
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２．どなたと来ましたか。（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ふなばし環境フェアを何で知りましたか。 

 

 

３．ふなばし環境フェアを何で知りましたか。（複数回答あり） 

 

 

 

４．ふなばし環境フェアに来るのは、何回目ですか。 

 
 

 

 

人 ％

ポスター・チラシ 128 34.6

広報ふなばし 29 7.8

市のホームページ 12 3.2

友だちに聞いた 11 3.0

学校 174 47.0

その他 7 1.9

記載なし 9 2.4

計 370 100.0

人 %

はじめて 276 80.0

２回目 35 10.1

３回目以上 31 9.0

記載なし 3 0.9

計 345 100.0

 

ポスター・チラ

シ

34.6%

広報ふなばし

7.8%市のホームページ

3.2%

友だちに聞いた

3.0%

学校

47.0%

その他

1.9%

記載なし

2.4%

３．環境フェアを何で知りましたか。

 

はじめて

80.0%

２回目

10.1%

３回目以上

9.0% 記載なし

0.6%

 

人 %

家族 328 90.9

友だち 22 6.1

先生 1 0.3

１人で 6 1.7

その他 2 0.6

記載なし 2 0.6

計 361 100.0

※複数回答あり

 

家族

90.9%

友だち

6.1%

先生

0.3%
１人で

1.7%

その他

0.6%

記載なし

0.6%
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５．来場したきっかけは何ですか。（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

６．どのような環境問題に関心があり、環境フェアに参加されましたか。（複数回答あり） 

 

人 %

環境に興味があったから 138 31.4

環境学習館が無料で入館で
きたから

64 14.5

マルシェが開催されていた
から

17 3.9

ワークショップ・工作体験
をしたいと思ったから

194 44.1

その他 10 2.3

記載なし 17 3.9

計 440 100.0

回答数 %

地球温暖化 178 23.5

森林の減少 43 5.7

海洋プラスチック問題 149 19.7

野生生物の減少・絶滅 83 11.0

水質汚濁 49 6.5

大気汚染 52 6.9

土壌汚染 28 3.7

騒音・振動 9 1.2

悪臭 10 1.3

ごみ問題 94 12.4

不法投棄 19 2.5

その他 5 0.7

記載なし 38 5.0

計 757 100.0

（総意見数に対する各回答の比率）

 

環境に興味があっ

たから

31.4%

環境学習館が無料

で入館できたから

14.5%
マルシェが開催さ

れていたから

3.9%

ワークショップ・

工作体験をしたい

と思ったから

44.1%

その他

2.3%

記載なし

3.9%

第 22 回環境フェアアンケートでの同設問における「環境に興味があったから」の回答率（22.4％）と

比較すると、第 24 回では同回答率が 31.4％に上昇しており、来場者の環境に対する興味・関心が向上し

ていることが伺えます。 

 

地球温暖化

23.5%

森林の減少

5.7%

海洋プラスチック

問題

19.7%

野生生物の減少・

絶滅

11%

水質汚濁

6.5%

大気汚染

6.9%

土壌汚染

3.7%

騒音・振動

1.2%

ごみ問題

12.4%

不法投棄

2.5%

その他

0.7%

記載なし

5%
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回答数 ％

地球温暖化 178 51.6

森林の減少 43 12.5

海洋プラスチック問題 149 43.2

野生生物の減少・絶滅 83 24.1

水質汚濁 49 14.2

大気汚染 52 15.1

土壌汚染 28 8.1

騒音・振動 9 2.6

悪臭 10 2.9

ごみ問題 94 27.2

不法投棄 19 5.5

その他 5 1.4

記載なし 38 11.0

計 757 -

（回答者数に対する各回答の比率※）

※「回答者数に対する各回答の比率」の表及びグラフでは、回

答数をアンケート回答者数（345 人）で除した数値を示して

おり、回答者のうちどれくらいの人がどのような環境問題に

関心があるかを表しています。 

   例えば、「地球温暖化」については、回答者の半数が地球温

暖化に関心があり、地球温暖化への関心が高いことが伺える

結果であることが表されています。 

・上位 3 位の選択肢は、①「地球温暖化」、②「海洋プラスチック」、③「ごみ問題」でした。 

・下位３位の選択肢は、①「悪臭」、②「騒音・振動」、③「不法投棄」でした。 

・①「悪臭」、②「騒音・振動」、③「不法投棄」が下位３位の選択肢であった。 
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７．今まで環境問題に対してどのような取り組みを実践してきましたか（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

８．環境フェアに参加し、環境問題について気づかされ 

（一部抜粋） 

  

 

・温暖化を止めることは大切（小学校４～６年生） 

 ・自然保護活動に参加したい（４０～５０歳代） 

 ・外来種の増加に気付いた（２０～３０歳代） 

 ・地産地消も環境問題の対策となることを知った（２０～３０歳代） 

 ・ごみ分別の大切さに気付いた（小学校１～３年生） 

回答数 %

ごみ・雑紙の分別 230 25.6

生ごみ処容器等の活用 27 3.0

節電・節水 152 16.9

食品ロス削減 93 10.3

自然保護活動への参加 18 2.0

清掃活動への参加 33 3.7

自然散策会などへの参加 14 1.6

マイバッグの利用 190 21.1

緑のカーテン 31 3.4

エコドライブ 22 2.4

太陽光パネルの設置 22 2.4

地産地消 32 3.6

その他 1 0.1

記載なし 35 3.9

計 900 100.0

（総意見数に対する各回答の比率）  

 

回答数 %

ごみ・雑紙の分別 230 66.7

生ごみ処容器等の活用 27 7.8

節電・節水 152 44.1

食品ロス削減 93 27.0

自然保護活動への参加 18 5.2

清掃活動への参加 33 9.6

自然散策会などへの参加 14 4.1

マイバッグの利用 190 55.1

緑のカーテン 31 9.0

エコドライブ 22 6.4

太陽光パネルの設置 22 6.4

地産地消 32 9.3

その他 1 0.3

記載なし 35 10.1

計 900 -

（回答者数に対する各回答の比率※）

 

ごみ・雑紙の分

別

25.6%

生ごみ処理容器

の活用

3.0%

節電・節水

16.9%

食品ロス削減

10.3%

自然保護活動へ

の参加

2.0%

清掃活動への参

加

3.7%

自然散策会など

への参加

1.6%

マイバッグの利

用

21.1%

緑のカーテン

3.4%

エコドライブ

2.4%

太陽光パネルの

設置

2.4%
地産地消

3.6%

その他

0.1%
記載なし

3.9%

 

66.7 

7.8 

44.1 

27.0 

5.2 

9.6 

4.1 

55.1 

9.0 

6.4 

6.4 

9.3 

0.3 

10.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ごみ・雑紙の分別

生ごみ処容器等の活用

節電・節水

食品ロス削減

自然保護活動への参加

清掃活動への参加

自然散策会などへの参加

マイバッグの利用

緑のカーテン

エコドライブ

太陽光パネルの設置

地産地消

その他

記載なし

７． 今まで環境問題に対してどのような取り組みを実践してきました

か。

（総回答者数に対すれ各回答の比率）

※「回答者数に対する各回答の比率」の表及びグラフでは、回

答数をアンケート回答者数（345 人）で除した数値を示して

おり、回答者のうちどれくらいの人が今まで環境問題に対し

てどのような取組をしてきたかを表しています。 

   例えば、「ごみ・雑紙の分別」については、回答者の３分の

２が「ごみ・雑紙の分別」に取り組んでいることが伺える結果

であることが表されています。 

・上位 3 位の選択肢は、①「ごみ・雑紙の分別」、②「マイバッグの利用」、③「節電・節水」であった。 

・下位３位の選択肢は、①「自然散策会などへの参加」、②「自然保護活動への参加」、③「エコドライブ」

「太陽光パネルの設置」でした。 

・①「悪臭」、②「騒音・振動」、③「不法投棄」が下位３位の選択肢であった。 
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８．環境フェアに参加し、環境問題について気づかされたことはありましたか。 

（一部抜粋） 

 ・ごみ分別の大切さに気付いた（小学校１～３年生） 

・温暖化を止めることは大切（小学校４～６年生） 

 ・外来種の増加に気付いた（２０～３０歳代） 

 ・地産地消も環境問題の対策となることを知った（２０～３０歳代） 

 ・自然保護活動に参加したい（４０～５０歳代） 

 

 

９．環境フェアに参加し、新たにどのような取り組みを実践しようと思いましたか。 

（複数回答あり） 

回答数 %

ごみ・雑紙の分別 126 17.7

生ごみ処理容器等の活用 22 3.1

節電・節水 103 14.4

食品ロス削減 65 9.1

自然保護活動への参加 52 7.3

清掃活動への参加 44 6.2

自然散策会などへの参加 26 3.6

マイバッグの利用 93 13.0

緑のカーテン 29 4.1

エコドライブ 35 4.9

太陽光パネルの設置 20 2.8

地産地消 42 5.9

その他 2 0.3

記載なし 54 7.6

計 713 100.0

（総意見数に対する各回答の比率）

 

ごみ・雑紙の分別

17.7%

生ごみ処理容器

等の活用

3.1%

節電・節水

14.4%

食品ロスの削減…
自然保護活動へ

の参加

7.3%

清掃活動への

参加

6.2%

自然散策会など

への参加

3.6%

マイバッグの利

用

13%

緑のカーテン

4.1%

エコドライブ

4.9%

太陽光パネル

の設置

2.8%

地産地消

5.9% その他

0.3%

記載なし

7.6%
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１０．SDGｓを知っていましたか。 

 
 

 

人 %

ごみ・雑紙の分別 126 36.5

生ごみ処理容器等の活用 22 6.4

節電・節水 103 29.9

食品ロス削減 65 18.8

自然保護活動への参加 52 15.1

清掃活動への参加 44 12.8

自然散策会などへの参加 26 7.5

マイバッグの利用 93 27.0

緑のカーテン 29 8.4

エコドライブ 35 10.1

太陽光パネルの設置 20 5.8

地産地消 42 12.2

その他 2 0.6

記載なし 54 15.7

計 713 -

（回答者数に対する各回答の比率）

人 %

はい 220 63.8

いいえ 79 22.9

記載なし 46 13.3

計 345 100.0

 

36.5 

6.4 

29.9 

18.8 

15.1 

12.8 

7.5 

27.0 

8.4 

10.1 

5.8 

12.2 

0.6 

15.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

ごみ・雑紙の分別

生ごみ処理容器等の活用

節電・節水

食品ロス削減

自然保護活動への参加

清掃活動への参加

自然散策会などへの参加

マイバッグの利用

緑のカーテン

エコドライブ

太陽光パネルの設置

地産地消

その他

記載なし

９． 環境フェアに参加し、新たにどのような取り組みを実践しようと

思いましたか。（回答者数に対する各回答の比率）

※「回答者数に対する各回答の比率」の表及びグラフでは、

回答数をアンケート回答者数（345 人）で除した数値を

示しており、回答者のうちどれくらいの人が環境問題に

対して新たにどのような取組を実践しようと思ったか

を表しています。 

   例えば、「ごみ・雑紙の分別」については、回答者の３

分の１が「ごみ・雑紙の分別」について新たに取り組み

を実践しようと思っていることが表されています。 

 

はい

63.8%

いいえ

22.9%

記載なし

13.3%

・上位 3 位の選択肢は、①「ごみ・雑紙の分別」、 

②「節電・節水」、③マイバッグの利用」でした。 

・下位３位の選択肢は、①「太陽光パネルの設置」、 

②「自然散策会などへの参加」、③「緑のカーテン」で

した。 

 

回答数 %

ごみ・雑紙の分別 126 36.5

生ごみ処理容器等の活用 22 6.4

節電・節水 103 29.9

食品ロス削減 65 18.8

自然保護活動への参加 52 15.1

清掃活動への参加 44 12.8

自然散策会などへの参加 26 7.5

マイバッグの利用 93 27.0

緑のカーテン 29 8.4

エコドライブ 35 10.1

太陽光パネルの設置 20 5.8

地産地消 42 12.2

その他 2 0.6

記載なし 54 15.7

計 713 -

（回答者数に対する各回答の比率※）
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１１．SDGｓの１７の目標の中で特に重要だと思うものはどれですか。（複数回答あり） 

 

 

 

 

回答数 %

①貧困をなくそう 94 9.1

②飢餓をゼロに 76 7.3

③すべての人に健康と福祉を 100 9.7

④質の高い教育をみんなに 65 6.3

⑤ジェンダー平等を実現しよう 36 3.5

⑥安全な水とトイレを世界中に 79 7.6

⑦エネルギーをみんなにそしてク

リーンに 60 5.8

⑧働きがいも経済成長も 33 3.2

⑨産業と技術革新の基盤を作ろう 28 2.7

⑩人や国の不平等をなくそう 42 4.1

⑪住み続けられるまちづくりを 58 5.6

⑫つくる責任つかう責任 40 3.9

⑬気候変動に具体的な対策を 50 4.8

⑭海の豊かさを守ろう 102 9.9

⑮陸の豊かさも守ろう 57 5.5

⑯平和と公正をすべての人に 47 4.5

⑰パートナーシップで目標を達成しよう 28 2.7

記載なし 40 3.9

計 1035 100.0

（総意見数に対する各回答の比率）

 

①貧困をなくそ

う

9.1%

②飢餓をゼロに

7.4%

③すべての人に健

康と福祉を
9.7%

④質の高い教育を

みんなに
6.3%

⑤ジェンダー平

等を実現しよう

3.5%

⑥安全な水とト

イレを世界中に

7.6%

⑦エネル

ギーをみ

んなにそ

してク

リーンに

5.8%

⑧働き

がいも

経済成

長も

3.2%

⑨産業と技術

革新の基盤を

作ろう

2.7%

⑩人や国の不平

等をなくそう

4.1%

⑪住み続けられ

るまちづくりを

5.6%

⑫つくる責任

つかう責任

3.9%

⑬気候変動に具

体的な対策を

4.8%

⑭海の豊かさを

守ろう

9.9%

⑮陸の豊かさも

守ろう

5.5%

⑯平和と公正を

すべての人に

4.5%

⑰パートナー

シップで目標を

達成しよう

2.7%

記載なし

3.9%
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回答数 %

①貧困をなくそう 94 27.2

②飢餓をゼロに 76 22.0

③すべての人に健康と福祉を 100 29.0

④質の高い教育をみんなに 65 18.8

⑤ジェンダー平等を実現しよう 36 10.4

⑥安全な水とトイレを世界中に 79 22.9

⑦エネルギーをみんなにそしてク

リーンに 60 17.4

⑧働きがいも経済成長も 33 9.6

⑨産業と技術革新の基盤を作ろう 28 8.1

⑩人や国の不平等をなくそう 42 12.2

⑪住み続けられるまちづくりを 58 16.8

⑫つくる責任つかう責任 40 11.6

⑬気候変動に具体的な対策を 50 14.5

⑭海の豊かさを守ろう 102 29.6

⑮陸の豊かさも守ろう 57 16.5

⑯平和と公正をすべての人に 47 13.6

⑰パートナーシップで目標を達成し

よう 28 8.1

記載なし 40 11.6

（回答者数に対する各回答の比率※）

 

１２．環境フェアで改善して欲しい点、ご意見、ご感想あれば自由にお書きくださ 

い。（一部抜粋） 

  ・直行バスの本数を増やしてほしい（高校生～２０歳未満） 

  ・ワークショップの定員が少ない（２０～３０歳代） 

  ・駐車場が狭い（４０～５０歳代） 

  ・開催時間が短い（４０～５０歳代） 

  ・飲食ブースを増やしてほしい（４０～５０歳代） 

 

 

 

 

※「回答者数に対する各回答の比率」の表及びグラフで

は、回答数をアンケート回答者数（345 人）で除した数値

を示しており、回答者のうちどれくらいの人が各 SDGs の

ゴールについて、どのゴールが重要と思ったかを表してい

ます。 

 例えば、「海の豊かさを守ろう」については、回答者の３

分の１弱が「海の豊かさを守ろう」を重要と思っているこ

とが表されています。 

 

上位 3 位の選択肢は、①「海の豊かさを守ろう」、②「すべての人に健康と福祉を」、③「貧困をなくそう」

であった。一方、その他の設問で、関心等が高かった「ごみ」については、「⑫つくる責任 つかう責任」は回

答数が多くなく、各ゴール名とその内容が結びつきづらいことが示唆されました。 



- 29 - 

 

おわりに（事務局より） 

 

 第２４回ふなばし環境フェアは、昨年度、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止を

余儀なくされたことから、2年ぶりの開催となりました。 

当日は、天候にも恵まれ、５４８名の方にご来場いただき、終日にぎやかで活気あふれる結

果となりました。 

ご家族連れで環境について学んでいる姿が多く見受けられ、来場者アンケートの結果でも、

家族連れが全体の約９割を占めておりました。 

 そのほか、環境フェアに参加し、新たにどのような取り組みを実践しようと思いましたか、

との問いに回答者の約８４％の方が、これから新たな取り組みを実践すると回答しており、今

年のふなばし環境フェアのテーマである「環境のために今できること 探しに行こう！」を多

くの来場者に実践していただくきっかけとなったものと考えております。 

今年のふなばし環境フェアでは、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない中、さまざ

まな感染症対策の実施について、実行委員、来場者の皆様にご協力いただき、無事、開催する

ことができました。 

最後に、開催・運営にご協力いただきました実行委員の皆様、ご来場いただきました皆様、

ありがとうございました。 

 


